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【トピックス】 人材確保・人手不足の状況と対策
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考察
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①人材充足状況について「人手不足の状況である」と回答した企業は39.7％で、「現場スタッフ｣｢技術スタッフ｣
｢営業職」といった現場職の不足感が強い。求める人材の経歴は「中途採用人材｣｢高卒以外の新卒・第2新卒」が
多く、間接部門の採用や社員育成が後回しとなり即戦力を求める傾向が強いことが推察される。

②人手不足への対策は人手不足企業、適正＋過剰企業共に「待遇の改善｣｢環境改善・コミュニケーション」が多い。
③行政や商工会議所の支援への期待は「雇用関係助成金・補助金の拡充」が多いが、雇用関係助成金を活用したこ

とがある企業は22.7%にとどまる。（雇用関係助成金は約15種類あり、一定の条件を満たした上で人材雇用を
行うと利用できる人手不足に役立つ支援制度で商工会議所に専門相談窓口を設置しています。ご相談ください）

①人材確保・人手不足の状況（人手不足の部署と求める人材の経歴）

②人材確保・人手不足の対策 ③行政や商工会議所の支援への期待

 雇用関係助成金について

・ 知っているが申請したことはない（45.5％）
・ 知らない（29.3％）
・ 今までに活用したことがある（22.7％）

適正である
52.5％

過剰である
 4.1％

その他
3.7％

現場スタッフ（71）

技術スタッフ（41）

営業職 (22)

その他（32）

人手不足の
状況である

39.7％

待遇の改善（正社員登用、賃上げ）

環境改善・コミュニケーション

定年延長や
再雇用

仕事の魅力度向上
やりがい付与

適正企業＋過剰企業

福利厚生の充実

人手不足企業採用媒体多様化

65.6％

56.3％

32.3％

31.3％

28.1％

21.9％

43.8％

43.8％

19.7％

16.1％

10.9％

5.1％

n=242

回答項目 回答数

雇用関係助成金・補助金の拡充 151

採用に向けたSNS ・HPの活用支援・情報提供 44

ホームページ内のマッチング支援 42

合同企業面接会の実施 32

人材育成や採用に関するセミナーの実施 24

人
手
不
足
の
部
署

求
め
る
人
材
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経
歴
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【景況感】 ◆全業種の業況（前期(4-6月)-今期(7-9月)-先行き(10-12月)）

2022年 2023年 2024年

DI 株価(円)
川口景況調査と全国(LOBO調査)の全産業業況と日経平均株価

業況DI（※DI=「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合）

業況DIは、コスト増が厳しく、全業種で悪化
先行きは、消費が弱いことから、慎重な見方が続く

●全産業合計の業況は▲17.4（前期比▲5.8ポイント）

●先行き見通しは▲19.8（今期比▲ 2.4ポイント）

●

●

全業種で業況が悪化している。高止まりする仕入価格、輸送費の上
昇、人材確保に向けた賃上げの三つが重いコスト負担の原因となり、
当期はこれに酷暑による水道光熱費の増加が加わり、業績の足かせ
となった。このうち仕入価格は、円安基調に一定の歯止めかかった
ことで楽観的な見通しもみられる。

製造業は価格転嫁の一巡で販売価格の上昇に陰りが見られるなど、
売上高の減少が続く。建設業は依然として人手不足が深刻で、工期
延長や外注費増加に伴う採算悪化を引き起こしている。卸売業は価
格転嫁が進み売上高は堅調も、輸送費の上昇がネックに。小売業と
サービス業は消費者の節約志向で厳しい状況が続き、特に小売業で
は資金繰りが全業種で最も厳しい値に。

全業種で業況が悪化すると予想している。消費者の節約志向に伴う
消費減退や、最大の上げ幅となった最低賃金引き上げに伴い賃上げ
を迫られるなど、厳しい外部環境が続いていることから慎重な見方
が強い。

一方で、円安解消の動きが広がったことで仕入価格の上昇傾向が鈍
化することや、小売業を除き人手不足解消の動きを予想するなど、
好材料も見えつつある。

●

●
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【景況感】 ◆全産業の動向（前期(4-6月)-今期(7-9月)-先行き(10-12月)）

前期：n=233
今期・先行き：n=242 

4

考察

・業況は、採算の悪化等で今期・先行き共に悪化しており、悪化傾向は進行する見通しである。
・売上高は、今期は減少傾向がやや鈍化するが、先行きは減少傾向が再び進行する見通しである。
・採算は、売上高の減少等で、今期は悪化傾向が進行し、先行きは悪化傾向が継続する見通しである。
・仕入単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、円安の緩和等で上昇傾向は鈍化する見通しである。
・販売単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、消費の弱さで上昇傾向は鈍化する見通しである。
・従業員は、今期・先行き共に人手不足が続くものの、不足傾向は鈍化する見通しである。
・資金繰りは、今期・先行き共に悪化しており、悪化傾向は進行する見通しである。



【景況感】 ◆業種別の業況（前期(4-6月)-今期(7-9月)-先行き(10-12月)）
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製造業

卸売・小売業

建設業

飲食業

サービス業

卸売業

小売業

（今期）業況は悪化している。価格転嫁の一巡で販売単価の上昇にも陰りが見られ、売上高は減少
傾向が続く。これに加えて仕入単価の高止まりや賃上げの影響で採算も悪化している。

（先行き）業況は悪化が進行する見通し。販売単価の上昇はさらに鈍化。原価上昇が激しく価格交
渉が間に合わないとの声もある。円安解消期待で仕入単価の上昇傾向が鈍化するなど好材料も。

（今期）業況は悪化している。売上高の増加傾向は続くも人手不足に起因する工期延長等で鈍化。
また仕入単価の上昇は鈍化するも、人工単価上昇等で採算の合わない工事が増加している。

（先行き）業況は悪化が続くも鈍化の見通し。足元の需要減少に加え、販売単価の上昇は鈍化し、
売上高の上昇も鈍化。一方で外注費上昇は続くも仕入単価は落ち着きを見せ、採算改善を予想。

（今期）業況は悪化している。価格転嫁の伸展による販売単価上昇もあって、売上高は堅調。一方
で、仕入価格は高止まりが続くと共に、輸送費の上昇の影響を受けて採算は悪化が続いている。

（先行き）業況は悪化が進行する見通し。消費が弱いことや価格転嫁の一巡で販売単価の上昇は鈍
化。仕入単価の高止まりが続くと共に、輸送費上昇の影響が見通せず、採算悪化が進むと予想。

（今期）業況は悪化している。消費者の節約志向に伴う売上高の減少や仕入単価の高止まり等で採
算悪化は継続。これに加えコロナ融資の返済開始により、資金繰りは全業種で最も厳しい状況。

（先行き）業況は悪化が続く見通し。売上高、採算、販売単価は今期と同程度の厳しい水準を見込
み、資金繰りも悪化が続く。一方で人手不足も全業種で唯一進行するなど、厳しい状況を予想。

（今期）業況は悪化している。販売単価上昇が鈍化する一方、消費者の節約志向に伴う飲食業の客
数減少等で、売上高は伸び悩んでいる。これに原材料高騰や賃上げが拍車をかけ、採算は悪化。

（先行き）業況は悪化が進行する見通し。消費減退により生活関連サービス業や飲食業の見通しが
不透明で、価格転嫁も進まず売上高は減少。原価高騰も後押しし採算はさらに悪化を予想する。
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製造業

建設業

小売業

サービス業

【景況感】 ◆経営状況に関する具体的な声（主要なものを抜粋）

卸売業

●原価上昇が激しく、価格転嫁が間に合わない（金属製品製造業）●輸送費や為替の先行きが不透
明で、価格交渉を先送りせざるを得ない（化学薬品製造業）●仕事量を増やすと人手不足を痛感す
るジレンマに陥っている（機械加工業）●円安で外国人労働者の仕送り額が目減りし、勤労意欲が
減退している（医療機器製造業）●技能実習生の滞在期間を延ばしてほしい（設備機器製造業）

●現場監督を高収入で引き抜かれ、監督不足で仕事量を増やせない。協力会社の職人不足も顕著。
労務費高騰による予算超過もあり、収益面で厳しい（総合建設業）●資材やガソリン価格の高騰で
収益性が悪化している（電気通信工事業）●慢性的な人手不足が続くが、ハローワークで求人して
も問い合わせが来ない（電気配線工事業）●職人の高齢化が進んでいる（金物工事業）

●円安による輸入商材高騰、物流の価格上昇、賃金上昇の三つに苦しんでいる（計器卸売業）●女
性のパートタイマー確保に苦戦（化粧品卸売業）●中小企業への価格転嫁が進まず、大企業も消極
的なところがある。行政は対応してほしい（非鉄金属卸売業）●コメ価格の急騰で価格転嫁が追い
付かない（米穀精米業）●円安で海外輸出は順調だが、原材料高騰が厳しい（食品卸売業）

●材料が毎週上昇しており、どうしようもないのが本音（パン製造小売業）●輸入商材のため原油
高や円安が痛手（LPガス販売業）●時間外労働の上限を緩和してほしい。稼ぎたくても稼げないこ
とが求人難に拍車をかけている（自動車販売業）●会員同士のマッチング支援を強化してほしい
（電気器具販売業）●採用ホームページの作り方や集客のセミナーを開いてほしい（新聞販売業）

●燃料費高騰等は厳しいが、人材確保のためベースアップした（産業廃棄物収集運搬業）●コメ価
格の高騰が激しい。減反ではなくコメの需要促進に注力してほしい（居酒屋）●電気代が上昇して
いるが価格転嫁はできず厳しい（コンサルタント業）●金利上昇が住宅需要減退を招かないか心配
（不動産業）●物価上昇は消費税率引き下げで補うことで、国民の生活を守ってほしい（飲食店）



【景況感】 ◆製造業の動向（前期(4-6月)-今期(7-9月)-先行き(10-12月)）
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考察
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・業況は、売上高減少や採算悪化が続く影響で、今期・先行き共に悪化傾向が進行する見通しである。
・売上高は、今期・先行き共に減少が続くものの、足元の需要回復の影響で減少傾向は鈍化する見通しである。
・採算は、売上高と歩調を合わせ、今期・先行き共に悪化が続くものの、悪化傾向は鈍化する見通しである。
・仕入単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、上昇傾向は鈍化する見通しである。
・販売単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、上昇傾向は鈍化する見通しである。
・従業員は、今期・先行き共に人手不足が続くものの、不足傾向は鈍化する見通しである。
・資金繰りは、今期は悪化が続いており、先行きは悪化傾向が進行する見通しである。

Column 川口の動向の特徴（全国の動きと異なる点）
(｢商工会議所LOBO調査2024年9月｣との比較)

・今期は、全国と川口とで同じ動向を示しています。

前期：n=78
今期・先行き：n=85



【景況感】 ◆建設業の動向（前期(4-6月)-今期(7-9月)-先行き(10-12月)）

考察
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・業況は、今期は採算悪化の影響等で悪化に転じ、先行きは悪化傾向は鈍化する見通しである。
・売上高は、今期・先行き共に増加が続くものの、足元の受注減少で増加傾向は鈍化する見通しである。
・採算は、今期は売上高減速や仕入単価上昇の継続等で悪化に転じるものの、先行きは好転する見通しである。
・仕入単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、上昇傾向は鈍化する見通しである。
・販売単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、上昇傾向は鈍化する見通しである。
・従業員は、今期・先行き共に人手不足が続くものの、不足傾向は鈍化する見通しである。
・資金繰りは、今期は悪化傾向が鈍化し、先行きは悪化傾向が続く見通しである。
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前期 今期 先行き 前期：n=37
今期・先行き：n=35

Column 川口の動向の特徴（全国の動きと異なる点）
(｢商工会議所LOBO調査2024年9月｣との比較)

・売上高について、全国は減少傾向ですが、川口は増加傾向で
維持しています。(他指標の動向は同じです)
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【景況感】 ◆卸売業の動向（前期(4-6月)-今期(7-9月)-先行き(10-12月)）

考察
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・業況は、今期は販売単価の上昇等で悪化傾向が鈍化するも、先行きは悪化傾向が進行する見通しである。
・売上高は、今期は販売単価の上昇等で増加が続くが、先行きは減少へ転じる見通しである。
・採算は、今期は販売単価の上昇等の影響で悪化傾向が鈍化するも、先行きは悪化傾向が進行する見通しである。
・仕入単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、円安解消への期待等から上昇傾向は鈍化する見通しである。
・販売単価は、今期は上昇傾向がやや進行するものの、先行きは上昇傾向が鈍化する見通しである。
・従業員は、今期・先行き共に人手不足が続くものの、不足傾向は鈍化する見通しである。
・資金繰りは、今期・先行き共に悪化が続くものの、悪化傾向は鈍化する見通しである。

Column 川口の動向の特徴（全国の動きと異なる点）
(｢商工会議所LOBO調査2024年9月｣との比較)

・売上高について、全国は減少傾向ですが、川口は増加傾向で
維持しています。(他指標の動向は同じです)

・販売単価の指標も全国と比較して大きいことから、価格転嫁
が成功し売上高を確保できている可能性があります。

前期：n=28
今期・先行き：n=31



【景況感】 ◆小売業の動向（前期(4-6月)-今期(7-9月)-先行き(10-12月)）

考察
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・業況は、販売単価減速や資金繰り不安等から今期は悪化傾向が進行し、先行きは悪化傾向が続く見通しである。
・売上高は、今期・先行き共には減少が続くものの、減少傾向は鈍化する見通しである。
・採算は、今期・先行き共に悪化が続くものの、売上高と歩調を合わせて悪化傾向は鈍化する見通しである。
・仕入単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、上昇傾向は鈍化する見通しである。
・販売単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、消費者の買い控え等で上昇傾向は鈍化する見通しである。
・従業員は、今期・先行き共に人手不足が続き、不足傾向は進行する見通しである。
・資金繰りは、今期は悪化傾向が進行し、先行は悪化傾向が鈍化する見通しである。
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Column 川口の動向の特徴（全国の動きと異なる点）
(｢商工会議所LOBO調査2024年9月｣との比較)

・売上高については、全国は増加傾向ですが、川口は減少傾向
にあります。 (他指標の動向は同じです)

・川口では全国で堅調なインバウンド需要が少ないことも影響
している可能性があります。

前期：n=41
今期・先行き：n=40



【景況感】 ◆サービス業の動向（前期(4-6月)-今期(7-9月)-先行き(10-12月)）

考察
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・業況は、売上高の鈍化や採算の悪化に伴い、今期は悪化に転じ、先行きは悪化傾向が進行する見通しである。
・売上高は、販売単価減速等の影響で、今期は増加傾向が鈍化し、先行きは減少に転じる見通しである。
・採算は、売上高減速等の影響で、今期は悪化に転じ、先行きは悪化傾向が進行する見通しである。
・仕入単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、上昇傾向が鈍化する見通しである。
・販売単価は、今期・先行き共に上昇が続くものの、消費減退等の影響で上昇傾向は鈍化する見通しである。
・従業員は、今期は不足感が進行し、先行きは不足感が継続する見通しである。
・資金繰りは、今期は不変（現状維持）となり、先行きは悪化に転じる見通しである。

2.7 8.1 10.8

▲ 64.9

35.1

10.8
5.4▲ 7.3 2.4 ▲ 9.8

▲ 51.2

26.8
22.0

0.0
▲ 14.6 ▲ 17.1 ▲ 17.1

▲ 41.5

9.8

22.0

▲ 12.2

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

業況 売上高 採算 仕入単価 販売単価 従業員 資金繰り
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Column 川口の動向の特徴（全国の動きと異なる点）
(｢商工会議所LOBO調査2024年9月｣との比較)

・資金繰りについては、全国は悪化傾向ですが、川口は不変
 （現状維持）となっています。 (他指標の動向は同じです)

前期：n=37
今期・先行き：n=41
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【景況感】 ◆業種別の動向（まとめ）

今期
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【参考資料】 ◆調査概要・回答者の状況
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調査概要

回答者の状況

調査期間：2024（令和6）年10月1 日（火）～ 10月 23日（水）
調査対象：会員事業所2,100件（FAX1,068件、メール1,032件） 回答数：242件（回答率11.5％）

◆収益状況（直近の決算）

◆属性

業種 実数 割合

製造業 85 35.1%

建設業 35 14.5%

卸売業 31 12.8%

小売業 40 16.5%

サービス業 41 17.0%

その他 10 4.1%

総計 242 100%

業歴 実数 割合

5年未満 12 5.0%

5～10年 10 4.1%

11～20年 33 13.6%

21～30年 22 9.1%

31年以上 165 68.2%

総計 242 100%

資本金 実数 割合

個人事業主 21 8.7%

500万円以下 70 28.9%

500万円超～1千万円以下 74 30.6%

1千万円超～3千万円以下 42 17.3%

3千万円超～5千万円以下 20 8.3%

5千万円超～1億円以下 9 3.7%

1億円超～ 4 1.7%

その他・未記入 2 0.8%

総計 242 100%

従業員数 実数 割合

0～5人 126 52.1%

6～20人 67 27.7%

21～50人 27 11.2%

51～100人 10 4.1%

101～300人 9 3.7%

301人以上 1 0.4%

未回答 2 0.8%

総計 242 100%



【参考資料】 ◆第3回（7-9月期）川口商工会議所
クローズアップ市内景況調査 アンケート用紙
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調査方法：FAX・メール・郵送による送付、FAX・Web（Googleフォーム）による回答
分析方法：売上高、採算、従業員、業況などについて、「増加」（好転など）と答えた企業から

「減少」（悪化など）と答えた企業割合を差し引いたDI値を中心に分析
 （DI:Diffusion Index）
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